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 本研究は、罹患者数の多い骨租鬆症、変形性関節症、関節リ
ウマチなどの運動器疾患の病態について、マウス及びヒト検
体でシングルセル解析などの先端的手法を取り入れて、自然
リンパ球などの免疫系の関与を中心に分子レベルで解析する
ものである。 
骨や軟骨病変に対する免疫系細胞の関与を細胞レベルで解

析することで新たな知見が得られ、新規治療法の開発につな
がることが期待される。 

 

  


